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設計の新パラダイムを拓く新しい離散
的な曲面の幾何学

健司梶原
可展面など性質のよい曲面を形状要素に
もつ新しい離散曲面の幾何学を創始し、
美的形状の理論を取り入れ、その上に構
造解析・最適化手法を構築します。その
枠組みで、美とアート性を備え、安全・
安心を担保する構造物設計を効率的かつ低コストで
可能にする革新的ソフトウェア基盤を開発します。設
計諸分野の知識を数学の力で形状の幾何学として統
合し、緻密で美しい製品を生み出すが高コストの日
本のものづくり再生の基盤とします。

九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所　所長・教授

情報量で読み解く細胞の生命現象

祥介樺島
生命現象の解明を念頭に、情報量を基
軸として、細胞内情報伝達をつかさどる
機構を計測されたデータにもとづいて同
定する方法を開発します。また、得られ
た結果の信頼性を評価する方法を開発し
ます。ガンに関係する少数分子種間の反応の連鎖を
情報量の流れとして特徴づけます。加えて、免疫系
における遺伝子発現ネットワークを同定します。健常
系と疾患系との比較により、ガンや免疫疾患の診断・
治療につながる知見を得ます。

東京大学 大学院理学系研究科　教授

作用素論的データ解析に基づく複雑ダ
イナミクス計算基盤の創出

吉伸河原
非線形力学系の作用素表現に基づき、
統計的推測による複雑現象における主要
ダイナミクス同定法の確立と、その物理
的解釈・利用や数理的拡張の為の理論
構築、及びそれらを数理モデルと統合的
に用い知識発見や学習・予測を行う為の方法論を構
築します。そして得られた手法や理論を、複数分野
でのデータ解析へ横断的に適用し有用性を実証しま
す。本課題に対し機械学習、数学、非線形物理、及
び理論生物の研究者が参画し取り組みます。

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授

幾何学的離散力学を核とする構造保存的
システムモデリング・シミュレーション基盤

隆晴谷口
本研究では、離散版のラグランジュ・ディ
ラック力学を構築すると同時に、これを
シンプレクティック幾何学・自動微分・計
算代数学・スパースモデリング・ニュー
ラル微分方程式などの数理科学・情報
科学の諸技術と統合し、モデリング・シミュレーショ
ンの基盤となる新理論・新技術を構築します。また、
これらを実装し、頑健なモデリング・シミュレーショ
ンのためのライブラリを開発します。

神戸大学 大学院理学研究科　教授
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構造的・動力学的制約を活用した多元
混合化学情報の解読とその応用

徹也小林
複雑な多種の化学物質が混合した多元
混合化学情報を読み解くための数理情報
学的技術を開発します。多元混合に基づ
く組み合わせ的問題を、化学情報感知に
伴う物理化学的な制約を用いることで緩
和・解消し、代数制約付き反応動力学の数理理論を
発展させることで分子・反応・動態の 3 つの階層に
わたる制約を捉えることを目指します。それらの知見
を、センサー開発・免疫・匂いの設計・細胞反応系
推定などの問題へと応用します。

東京大学 生産技術研究所　教授

AI 集約的サイバーフィジカルシステ
ムの形式的解析設計手法

幸平末永
AI を構成要素として含む CPS (AI-CPS) 
の安全性・信頼性の担保は、早急に研
究を進めるべき課題です。本研究では
AI-CPS の安全性・信頼性を担保するた
めの数学に基づく強固な形式的設計手法
を研究します。また、様々な現実的なモデルでケー
ススタディを行い、その効果を実証します。フランス
の研究チームと共同で研究を推進することで、お互
いの強みを補完しつつ、レバレッジを効かせた研究
推進を行います。

京都大学 大学院情報学研究科　准教授

4D−CTA・4D−MRA 医療画像に基づく壁微小運動の数理解析とAI 技
術の融合 〜先制医療のための数理データ科学統合シミュレーション〜

由恵杉山
脳動脈瘤は破裂による致死率が約５０％
を越えるハイリスクな疾患です。高侵襲
な開頭手術で「直接的に視る」ことに代
替し、近年「CT 断層撮影法 / 磁気共鳴
画像法」による低侵襲な観察手法が樹立
されています。本研究では、同手法により撮影され
た医療データを利用して、数理と AI の融合解析を駆
使し、「瘤壁性状」を推定する技術開発を行います。
更に、有効性を多症例で実証し、社会実装に向けた
プロトコル自動化を図ります。

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授

力学系理論に基づく物理リザバー計算
能力の強化

裕史野津
物理リザバー計算は、非線形力学系で
ある物理現象を計算資源として活用す
る新規情報処理技術で、少ない計算資
源、瞬時に最適化可能という長所があり
ます。本研究では、物理リザバー計算の
情報処理能力を強化することを目的として、力学系
理論に基づいた数学基礎理論の整備、低計算コスト
のための数理モデリングと数値解析の研究、これら
を踏まえた実装研究を行います。高性能なリザバー
設計理論を構築し、次世代技術に貢献します。

金沢大学 理工研究域　教授

数理知能表現による深層構造学習モデ
ルの革新

健次福水
数理知能表現を用いて人工知能の計算
原理に技術的飛躍を実現するため、以下
の３課題を研究します。（a）代数構造や
微分方程式などの数理知能表現を研究
し、新たな深層構造モデル設計法を確立
します。（b）関数表現や正則化の研究により深層・
冗長モデルの意義を解明し、効率的最適化法を研究
します。（c）画像、動画像、音声、およびそれらと
自然言語との融合による実践的知能システムを研究
し、社会的課題と結びつけます。

情報・システム研究機構 統計数理研究所　教授
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形と皮膚疾患を繋ぐ数理情報システム
医学の創出

聖林李
疾患モデル動物が無く、疾患そのもの
の発症機序が不明で重症度を評価する
臨床検査データが限られ、これまでもっ
ぱら分子、細胞レベルでの薬理、生理、
生化学的アプローチにより解析が進めら
れてきた皮膚疾患を、皮膚表面に現れる皮疹の幾何
学的模様の時空間的変化を数学で捉えるという前例
のない発想を出発点とし、数理科学と情報科学の融
合を通じて皮疹出現の病態解明と新たな治療法に繋
げる学問的アプローチを構築します。

京都大学 高等研究院　教授

ベイズ双対性に基づく適合的・頑健・
継続的な人工知能システム

エムティヤズカーン
本課題では、機械学習における適応性、
ロバスト性、生涯学習に資するベイズ双
対原理と呼ばれる新原理を提案します。
ベイズ双対原理は、迅速な適応のために
関連する知識を効率的に保存し、取得す
るという基本的な考えに基づいています。現在の深
層学習はこのメカニズムを欠いており、網羅的なデー
タ収集とそれに基づく学習に焦点を当てています。

理化学研究所 革新知能統合研究センター　チームリーダー

ポスト量子社会が求める高機能暗号の
数理基盤創出と展開

剛高木
本研究課題では、暗号の危殆化を回避
するために、量子計算機を用いた攻撃
や電力解析によるサイドチャネル攻撃な
ど想定される多様な攻撃者を考察し、そ
れらの攻撃に対しても耐性を有する暗号
技術の実現を目指した数理基盤の研究を推進します。
更には、大規模分散システム向けに、ブロックチェー
ンを利用した非中央集権セキュリティ機能を有する暗
号システムを構築します。

東京大学 大学院情報理工学系研究科　教授

自然言語の非線形性の計算論モデル

久美子田中
マクロ ( コーパス、文列 )、メゾ ( 文 )、
ミクロ ( 単語、形態素 ) と異なるスケー
ルを対象として、その非線形性について、
複雑系班、計算言語班、数理論理班が
共同で探究します。研究期間前半では異
なるスケールにおける言語の非線形性の実態を明ら
かにし、各々に対する計算論的なモデルを与え、自
然言語処理上、困難であった問題を解決する方法を
見出します。期間後半にはモデルを統合し、言語の
非線形構造統一的理解を得ます。

早稲田大学 理工学術院　教授

大規模時空間従属性データ科学へ向け
た先端的確率統計学の新展開

朋広吉田
最先端の数理科学により、従属性のある
巨大なデータへの統計的モデリングと、
確率統計学の原理に則った統計解析のた
めの包括的体系を創出し、時系列データ
に関わる諸分野の研究を推進します。機
械学習などのデータ駆動型方法と、堅固な数学の上
に構築された確率過程の統計学およびシミュレーショ
ン技術の融合によって、従来の時系列解析が適用で
きなかった従属性の探索とモデル化による正確な将
来予測と確率制御を可能にします。

東京大学 大学院数理科学研究科　教授
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Society 5.0 を支える革新的コンピューティング技術

戦略目標

Society5.0 を支える革新的コンピューティング技術の創出

https://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunyah30-4.html

研究総括

東京大学 未来ビジョン研究センター　特任教授・副学長
坂井 修一

研究領域概要
私たちの社会は、情報技術があらゆるところに浸透した超スマート社会（Society5.0）に変貌を遂
げようとしています。超スマート社会の情報インフラは、巨大なクラウド群と無数のエッジから成る
と考えられます。多くの場合、エッジにはセンサやアクチュエータがあり、これらを制御する超小型
高性能コンピュータとネットワークインタフェースが備えられています。クラウドは、物理的に分散
された多数のサーバとなりますが、論理的にはさまざまなサービスの総体として抽象化されること
になると考えます。このためエッジ、クラウドのいずれにおいても、大量かつ多様なデータを扱うこ
とになるため従来の情報処理技術の高度化などに加えて、人工知能（深層学習など）、量子計算、
光計算などがキーテクノロジーとなります。現実の諸問題に一定の時間内で回答するリアルタイム技
術も、多様化する社会のニーズに答えるべく高度化する必要があります。その上で、これらを統合し、
システムとして高効率・省エネルギーで機能させるための新しい回路技術、アーキテクチャ技術、ソ
フトウェア技術が必要となります。

本研究領域は、こうした近未来の超スマート社会を念頭に、従来技術の単純な延長では得られない
新しいコンピューティング技術を研究開発することを目標とします。具体的には、以下の研究開発に
取り組みます。

（１） 情報処理を質的に大転換させる新たなコンピューティング技術の創出

（２）アルゴリズム、アーキテクチャ等の技術レイヤーを連携・協調させた高効率コンピューティン
グ技術の研究開発

これらの研究開発により、高度な情報処理を活用したスマートロボット、スマート工場、自動運転、
IoT、セキュリティ強化などによる超スマート社会（Society5.0）の実現に貢献します。

領域アドバイザー

奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科　教授井上

東洋大学 情報連携学部　教授清水

東京大学 情報基盤センター　特任教授住元

早稲田大学 教育・総合科学学術院　教授谷

東京大学 情報基盤センター　センター長千葉

（株）日立製作所 研究開発グループ
シニアプロジェクトマネージャ中川
理化学研究所 最先端研究プラットフォーム
連携(TRIP)事業本部　本部長室
高度研究支援専門職

西

三菱電機（株）　特別技術顧問伏見

東北大学 電気通信研究所　教授堀尾

早稲田大学 理工学術院　教授

美智子

徹

真司

誠一郎

滋

八穂子

直樹

信也

喜彦

早人山名
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エッジでの高効率なデータ解析を実現
するグラフ計算基盤

正章近藤
実世界で生成される多様な情報をサイ
バー空間で最適化し、実世界へとフィー
ドバックする Society5.0 の実現には、
エッジ側での高効率なグラフ処理基盤の
構築が必須である。本研究では、グラフ
処理と人工知能・アニーリング計算処理の連携も踏
まえつつ、低遅延・低電力なグラフ処理専用アクセ
ラレータのアーキテクチャとそのソフトウェア環境を、
実アプリケーションとのコデザインを通じて研究開発
する。

慶應義塾大学 理工学部　教授

光ニューラルネットワークの時空間ダイ
ナミクスに基づく計算基盤技術

秀幸鈴木
本研究は、最先端のニューラルネットワー
ク計算技術と光計算技術を組み合わせる
ことにより、新世代の光ニューラルネット
ワーク計算技術を開発することを目的と
しています。時空間ダイナミクスの観点
から、光実装の特性を考慮したリカレントニューラル
ネットワークモデルを構築して、新しい光ニューラル
ネットワーク計算原理を提案するとともに、光ニュー
ラルネットワークのハードウェア実装を提案します。

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授

学習/ 数理モデルに基づく時空間展開
型アーキテクチャの創出と応用

真人本村
組合せ最適化問題を並列に解く「アニー
リング計算」と、深層学習を補完する「エッ
ジ分散・オンライン型アンサンブル学習」
とを Society5.0 時代の重要情報処理課
題として捉え、その背後に存在する「エ
ネルギー最小化」計算原理に基づいて、対象問題構
造を空間的に展開した上で時間的に切り替えて処理
する「時空間展開型」の知能コンピュータアーキテ
クチャとそのソフトウェア基盤、及びその応用技術を
確立し、実証します。

東京工業大学 科学技術創成研究院　教授
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MEC 用マルチノード統合システムの開
発

英晴天野
内部に再構成可能論理回路と CPU を持
ち、転送遅延と帯域を保証するスイッチ
デバイス Crust-Core 型 HUB を開発し、
これを用いて複数 FPGA、アクセラレー
タから成るマルチコア環境を構築しま
す。システム全体のプログラムを行うための統合設
計用 CAD、システムを制御するミドルウェアとラン
タイムシステムを構築します。さらに、スマートコミュ
ニティの交通制御、電力制御、ロボット制御に適用し、
その有効性を示します。

東京大学 大学院工学系研究科　特任研究員

スパイキングネットによるエッジでのリ
アルタイム学習基盤

公井上
機械学習の誤差逆伝播 (BP) は膨大な論
理演算が大電力を消費します。一方ス
パイキングニューラルネット (SNN) の
ニューロン発火連鎖が自発的に特定ルー
プに収束する「アトラクタ形成」は、BP
と同じ機能を持ちます。これを使えばオンサイトで超
低消費電力リアルタイム学習推論が行えるはずです。
独自開発ニューロモルフィック素子で SNN を構築し、
人の無意識下の行動を学習推論する本人認証装置を
作製しこれを実証します。

産業技術総合研究所 電子光基礎技術研究部門　上級主任研究員

スピンエッジコンピューティングハード
ウェア基盤

茂雄佐藤
Society5.0 の実現に向けて、エッジコ
ンピューティングシステムに求められる
低消費電力性や常時学習機能などの要
件を満たすために、不揮発アナログ記憶
機能や豊富なダイナミクスを有するスピ
ントロニクスデバイスと、それらを最大限に活用しう
るアナ・デジ CMOS 集積回路や最適化アーキテク
チャを追究し、それらの原理実証により、社会実装に
向けた道筋を明らかにします。

東北大学 電気通信研究所　教授

地理空間情報を自在に操るイジング計
算機の新展開

望戸川
本研究は Society5.0 の実現に不可欠な

「地理空間情報処理」の高度化に焦点
をあて，ノイマン型コンピューティング
技術によるプログラムパラダイムを抜本
的に変革し，地理空間情報処理向けイジ
ングプログラミングを確立します．多種制約付き多
地点最適巡回経路探索など多くの地理空間情報処理
問題をイジング模型にマッピング，実イジング計算機
にエンベッドし，実規模かつ実制約を持つ地理空間情
報処理問題を解法します．

早稲田大学 理工学術院　教授

耐量子計算機性秘匿計算に基づくセ
キュア情報処理基盤

尚文本間
本研究では，準同型暗号に基づく秘匿計
算を極めて高速・高効率に実行可能とす
る耐量子計算機性・耐タンパー性セキュ
ア情報処理基盤技術の理論構築とそれ
を集積化したセキュア秘匿計算プラット
フォームの開発を目的とします．また，当該プラット
フォームが拓く新たな応用として，高速・高効率秘匿
計算に基づく秘匿統計解析や機械学習における入出
力や学習パラメータを秘匿した秘匿推論等のアプリ
ケーションを創出します．

東北大学 電気通信研究所　教授
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人間と情報環境の共生インタラクション基盤技術の創出と展開

戦略目標

ネットワークにつながれた環境全体とのインタラクションの高度化

https://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunyah29-4.html

研究総括

名古屋大学　名誉教授
間瀬 健二

研究領域概要
人工知能技術・ビッグデータ解析技術等が発展し IoT 技術が社会に浸透するなか、現実社会への
サイバー空間の融合が高度にかつ急速に実現されつつあります。そこで、インタラクションの研究分
野をより広く”ネットワークにつながれた環境全体とのインタラクション”として捉えることが重要
になってきています。特に情報環境の知能化や人間拡張技術の進展により、環境知能と拡張された
人間が共存する新しい共生社会のインタラクション（共生インタラクション）をデザインすることが
急務となっています。本研究領域では、人間・機械・情報環境からなる共生社会におけるインタラクショ
ンに関する理解を深め、人間同士から環境全体まで多様な形態でのインタラクションを高度に支援
する情報基盤技術の創出と展開を目指します。

具体的には、情報科学技術を中心に認知科学、社会科学、脳科学等の学問分野と連携し、人間理解・
社会デザイン・構成論的アプローチの共創をねらい、以下の研究開発に社会の叡智を結集して取り
組みます。

1）インタラクションを支援するための、インターフェースや人間能力の拡張に関する技術開発

2）インタラクションを理解するための、原理や機構の解明とそれに資する情報の収集・分析に関す
る技術開発

3）インタラクション技術の活用により、社会構造や人間行動の最適化を促すような環境をデザイン
する技術開発

これらの研究開発により、急速に進展している人工知能技術等の恩恵を誰もが最大限享受すること
ができ、全体として最適化された共生社会の実現に貢献していきます。

なお、本研究領域は文部科学省の人工知能 / ビッグデータ/IoT/ サイバーセキュリティ統合プロジェ
クト（AIP プロジェクト）の一環として運営します。

領域アドバイザー

大阪大学 大学院基礎工学研究科　教授／
（株）国際電気通信基礎技術研究所（ATR）
石黒特別研究所　客員所長

石黒 浩

産業技術総合研究所
人間拡張研究センター　主任研究員江渡 浩一郎

慶應義塾大学 理工学部管理工学科／ 
大学院理工学研究科　教授栗原 聡

国際領域運営アドバイザー

Professor, School of Engineering and the 
College of Humanities, EPFL Head of Social 
Computing Group, Idiap

Daniel Gatica-Perez

Dean and Professor, University of 
Washington Information SchoolAnind Dey

Professor, Depaartment of  Electrical 
Engineering and Computer Sciences, 
University of California, Berkeley

Trevor Darrell

花水木法律事務所　所長・弁護士小林 正啓

成蹊大学 理工学部　教授中野 有紀子

東京電機大学 システムデザイン工学部
教授前田 英作

大阪大学 大学院工学研究科　教授宮地 充子

科学技術振興機構研究開発戦略センター　
フェロー茂木 強

早稲田大学 先進理工学部　教授繁生森島
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データ駆動型知的情報システムの理解・
制御のためのインタラクション

健夫五十嵐
機械学習に代表されるようなデータ駆動
型の知的情報処理技術が注目を集めて
いる。本研究では、そのようなデータ
駆動型知的情報処理システムを対象とし
て、データの生成過程、学習プロセス、
さらに学習した結果を利用する場面において、シス
テムの中で何が起きているのか正しく可視化し、ユー
ザによる適切な介入を可能とするためのインタラク
ション技術の研究開発を行う。

東京大学 大学院情報理工学系研究科　教授

街角環境で共生するロボットのインタラ
クション基盤技術

崇行神田
人工知能・ロボット技術の近年の進歩は
目覚ましく、様々な人間の仕事の自動化
が予測されているが、これらの仕事の多
くは実は環境に安心感をもたらす役割も
果たしている。一方、現状のロボットは
他者として尊重される存在となりえていない。まして、
環境に安心感をもたらすモラルインタラクション能力
に欠ける。この問題を解決してモラルという観点で人
らしいロボットを実現し、人々とロボットとの共生社
会を実現することを目指す。

京都大学 大学院情報学研究科　教授

技能獲得メカニズムの原理解明および
獲得支援システムへの展開

英樹小池
本研究は、高度な技能を人から獲得し人
に伝承する技能獲得支援システムの技術
基盤を開発する。まず、技能獲得メカニ
ズムの原理を解明するために、特殊技能
を持つ人々の技能の計測と分析を行い、
統計的および機械学習的手法を用いて技能の本質の
抽象化を行う。次に、高度画像処理技術、拡張現実
感技術、ロボティックス技術、人工知能技術を用いて、
教示データを視聴触覚を用いて実時間提示する技能
獲得支援システムを開発する。

東京工業大学 情報理工学院　教授

脳領域／個体／集団間のインタラク
ション創発原理の解明と適用

一郎津田
複雑な環境とのインタラクションによっ
て機能分化し環境に即時適応する人工シ
ステムを構築する。そのために、システ
ムに拘束条件がかかることで機能的な部
品が自己組織される原理を開拓するとと
もに、人間と霊長類社会における集合知を探索する。
脳領域間、個体内・個体間、集団内・集団間のイン
タラクション解析を通して課題を解決する。個性を尊
重したオーダーメード医療、人間とインタラクション
するロボット設計、集合知による新たなコミュニティ
創発を目指す。

中部大学 創発学術院　教授

「優しい介護」インタラクションの計算的・
脳科学的解明

篤志中澤
認知症に対する「優しい介護」の技術（ス
キル）に着目し、（1）介護動作をウェア
ラブルセンサや人工知能（AI）等を用い
て計測、（2）脳活動計測で「優しい介護」
を行う際の感情認知機構を理解、得られ
た情報を統合して「優しい介護とは何か」を解明しま
す。それに基づき、（3）介護のスキルを学べる手法
やシステムを開発します。優しい介護が被介護者に
有効かを可視化する技術も併せて開発し、実際の（4）
医療現場や介護現場において計測・実証確認し有効
性を検証します。

岡山大学 学術研究院　教授
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ソーシャルタッチの計算論的解明とロ
ボットへの応用

昌裕塩見
ロボットが人と安心・安全な触れ合いを
実現するために、人とロボットの触れ合
いに伴う時空間近傍での相互作用をアル
ゴリズムレベルで計算・再現する計算論、
Computational　social touch を確立
します。人同士の触れ合いインタラクションの観察と
モデル化を通じて、ロボットとの安心・安全な触れ合
いインタラクションを実現します。

（株）国際電気通信基礎技術研究所 インタラクション科学研究所　室長

実体化映像による多次元インタラク
ション

裕之篠田
そこに実体があるかのように、実世界の
人間や環境と物理的な相互作用を行うこ
とができるコンピュータ映像を実現しま
す。３次元映像とともにその表面の触感
を超音波で再現し、力学的な実体感をも
瞬時に伝達します。この技術によって、多次元インタ
ラクションを自由にプログラムできる空間を確立し、
操作インタフェースからコミュニケーション、創造活
動や心の支援まで、幅広い応用を展開します。

東京大学 大学院新領域創成科学研究科　教授

提示系心理情報学に基づくインタラク
ション基盤確立

努寺田
情報提示と人間の心身への影響を心理
学的アプローチにより定式化する。同時
に情報提示介入前後で脳計測を行うこと
で、それぞれの情報提示技術が個人に
与える影響を事前にスクリーニングする
技術を構築する。得られた心理効果は、観光や学習、
エンタテインメントなどさまざまな領域で実証実験を
行い、実践的な利用法の確立と、情報提示ガイドラ
インの策定を行う。

神戸大学 大学院工学研究科　教授

随伴性に基づくペダゴジカル情報基盤
の創成

一夫開
本研究では、「教え教えられる」という
人間にとって根源的能力をサポートする
ための情報基盤—ペダゴジカル情報基
盤—の構築を目的とします。具体的には、
母子間相互作用、中高生の E-Learning、
大学生のゼミ授業の３つの「学び」場面を題材として、
これらに通底する学習者と教示者間の随伴的インタ
ラクションを、脳機能計測・ウェアラブルセンサ・音
声画像処理・PDS など先端技術を有機的に結びつけ
ることで、計測・蓄積・活用するための情報基盤を
構築します。

東京大学 大学院総合文化研究科　教授

脳表現空間インタラクション技術の創出

琢史栁澤
本 研 究では、 皮 質 脳 波 および fMRI、
MEG を用いて、人の想起・思考内容に
対応した多様な脳活動（脳情報）と、外
界の多様な意味に対応した計算機内の表
現空間とを直接的に結びつける革新的な
インタラクションを実現する技術を創出します。また、
この技術を実現する神経基盤と脳活動への影響を調
べ、脳と計算機表現空間との新たな共生によって生
じる影響を明らかにします。

大阪大学 高等共創研究院　教授

VoicePersonae: 声のアイデンティ
ティクローニングと保護

順一山岸
音声は私たちのアイデンティティの一部
であり、生体認証、音声合成、声質変換、
音声プライバシーなどに深く関係してい
ます。しかし現在これらの分野では相反
する目標に向けて個別に研究が進められ
ています。本プロジェクトでは、声のアイデンティティ
に関する分野の壁を取り除くと同時に、話者性のモ
デル化技術を高精度化し、音声による生体認証の安
全性と頑健性を高め、音声のプライバシー保護を強
化する新しい技術を研究します。

情報・システム研究機構 国立情報学研究所　教授
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文脈と解釈の同時推定に基づく相互理
解コンピューテーションの実現

倫太今井
ロボットの自己位置と地図を作る SLAM
アルゴリズムに注目し、文脈と発話語の
意味を同時推定できる Simultaneous 
Contextualization And INterpreting 
(SCAIN) を実現する。SCAIN の特性を
利用することで、低ストレスなマルチモーダル対話シ
ステム、人同士の相互理解システムを実現し、人間
主導のインタラクションを扱えるコンピュータの構築
方法を明らかにする。

慶應義塾大学 理工学部　教授

ソーシャル・シグナルの共有と拡張によ
る共感的行動の支援

健嗣鈴木
ソーシャル・シグナルを共有及び拡張す
る人間拡張技術、それに伴う神経基盤の
理解、及び実証研究を通じて人々の意図
伝達を拡張し、他者理解を助け、また共
感的行動を支援することが可能であるこ
とを示す。ここでは、人々の社会的インタラクション
を一連の行動連鎖とするモデルとし、人々における
ソーシャル・シグナルの情報処理過程の理解を深化
させるとともに、共感的な行動応答を生成する共感
的 AI の基盤を創出する。

筑波大学 システム情報系　教授

音メディアコミュニケーションにおける
共創型機能拡張技術の創出

智基戸田
音メディアコミュニケーションにおいて、
ユーザとシステムの共創的な働きかけに
基づき、身体的制約を超えて発声・聴覚
機能を拡張する基盤技術を創出します。
機械学習に基づくデータ駆動型システム
の枠組みにおいて、低遅延リアルタイム動作、不随
意的なシステム挙動制御、インタラクションを通した
意識的なシステム挙動制御を可能とする共創型発声・
聴覚機能拡張基盤技術を構築し、発声・聴覚機能の
回復・増強を達成します。

名古屋大学 情報基盤センター　教授

限定合理性を超越する共生インタラ
クション基盤

仁中澤
限定合理性を構成する 3 つの限界：合理
性の限界、働きかけの限界、視野の限
界をスマートシティにおいて超越するた
め、人が情報から最適な行動を決定する
過程（研究課題 1：痛感インタラクション）、
街に情報を行き渡らせる過程（研究課題 2：介入的
インタラクション）、街から正しい情報を獲得する過程

（研究課題 3：情報視野拡大インタラクション）、を
支援するインタラクション基盤を確立する。

慶應義塾大学 環境情報学部　教授
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仮想エージェントによる個人適応された
情動社会スキルの訓練

哲中村
本研究ではソーシャルスキルトレーニング

（SST） が社会的スキルの個別化された
トレーニングを提供し、学校や職場での
プレゼンテーションを含む日常的な状況
での社会的ストレスを軽減するのを助け
るためのツールを研究開発する。本研究では、社会
的訓練のための 2 つの方法、従来の SST と認知行
動療法（CBT）に基づき、ロールプレイを含んだプ
ラットフォームを設計する。対象群は、内気な人、社
交不安障害（SAD）、自閉スペクトラム症（ASD）な
ど、さまざまな種類の社会病理を持つ群である。

奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構　特任教授
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イノベーション創発に資する人工知能基盤技術の創出と統合化

戦略目標

急速に高度化・複雑化が進む人工知能基盤技術を用いて多種膨大な情報の利活用を
可能とする統合化技術の創出

https://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunyah28-4.html

研究総括

大阪大学 先導的学際研究機構　教授
栄藤 稔

研究領域概要
21 世紀に入り通信ネットワークの発展と通信・センサーデバイスの低廉化によりこれまでの情報通
信産業だけでなく、農業や製造業など第一次、第二次産業においても、大規模データを利活用する
データベース技術とそのデータを基にした機械学習によりこれまで不可能であった産業の自動化と
最適化が可能になりつつあります。今後、量・種類ともに爆発的に増大する情報を最大限に活用す
るためのディープラーニング、強化学習等の機械学習を例とする革新的な人工知能基盤技術が広く
利用され、様々な分野において将来にわたり効果的に情報が活用される社会の実現が期待されてい
ます。今後、データ利活用により、全ての産業においてその構造を変革するような新たなサービス、
イノベーションが社会に要請されています。

本研究領域では、実社会の膨大なデータを知的・統合的かつセキュアに収集・処理・学習・制御す
るための人工知能基盤技術と、その成果を組み合わせることにより社会問題の解決と産業の自動化・
最適化に貢献するイノベーション創発に資する技術の確立を目指します。

具体的には、以下の研究開発に取り組みます。

1）社会・経済等に貢献するため、多種・膨大な情報を組み合わせ解析する技術開発

2）多種・膨大な情報に基づき、状況に応じ最適化されるシステムのための技術開発

3）多種多様な要素で構成される複雑なシステムに適用可能なセキュリティ技術開発膨大な情報の
利活用がさらに高度かつ広範に浸透した将来社会を念頭に、実社会の様々な分野への適用を見据
えて、センサー技術、実時間ビッグデータを扱うデータベース技術、システムセキュリティ技術、機
械学習を核とするシステム最適化技術等の高度化を進めます。さらに、それらを組み合わせて実世
界データを総合的に実時間で処理し理解する情報処理システムを構築するための統合化技術の研究
開発を推進します。

本研究領域による研究成果が、モビリティ、ロボティクス、健康・医療・介護、防災・減災、農業、
ものづくり等における自動化・最適化を進める際のイノベーション創発の核となることを目指します。

これらに取り組むにあたっては、効果的な産学連携体制を構築しつつ、社会の実問題に取り組むた
めに、基盤研究と統合化研究が互いの課題と成果を共有しながら進展する研究開発に挑みます。す
なわち人工知能基盤技術という要素技術を揃えることと、イノベーション創発のために実際にそれ
を組み合わせて統合化していくことの両面を考慮した研究開発を行います。

なお、本研究領域は文部科学省の人工知能 / ビッグデータ/IoT/ サイバーセキュリティ統合プロジェ
クト（AIP プロジェクト）の一環として運営します。

領域アドバイザー

LINE（株）　執行役員／AIカンパニー
カンパニーCEO砂金

オフィスKITO　代表／S
OMPOホールディングス（株）　社外取締役伊藤

九州大学 大学院システム情報科学研究院　
教授内田

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授鬼塚

（株）日立製作所　専門理事／
研究開発グループ　技師長鹿志村

東京大学 生産技術研究所　教授佐藤

理化学研究所 革新知能統合研究センター　センター長／
東京大学 大学院新領域創成科学研究科　教授杉山

大阪芸術大学 アートサイエンス学科
学科長・教授萩田

横浜国立大学 大学院環境情報研究院／ 
先端科学高等研究院　教授松本

（株）WiL
共同創業者・ジェネラルパートナー

信一郎

久美

誠一

真

香

洋一

将

紀博

勉

真尚松本
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FishTech によるサステナブル漁業モ
デルの創出

将晃飯山
水産海洋ドメイン知識・水産海洋センシ
ング・AI 技術からなる海洋水産 AI 技術

（FishTech）を確立し、経済性と資源
保護を両立させたサステイナブル漁業モ
デルを創出することを目標とする。漁業
活動の過程で得られるセンサデータを、魚の生態や
海洋物理に関するドメイン知識をパターン認識とデー
タ同化技術に取り入れた新たな技術によって分析・
処理し、操業支援情報や中期漁業経営方策を創成す
る。

滋賀大学 データサイエンス学部　教授

計算機によって多様性を実現する社会に向けた超
AI 基盤に基づく空間視聴触覚技術の社会実装

陽一落合
AI 技術の個人最適化技術と空間視聴触
覚技術の統合を通して、人機一体による
身体的・能力的困難の超克を目指します。
音響提示装置や義手義足などの支援ハー
ドウェアに、ユーザ特性のモデリングや
ユーザ自身による認識タスク定義を通した適応的な
学習機構を組み合わせることで、多様なニーズに応
える AI 基盤を提案します。障がい者コミュニティ等
との連携を通して、具体的なユーザとタスクに特化し
た AI 技術の社会実装に取り組みます。

筑波大学 図書館情報メディア系　准教授

完全自動運転における危険と異常の予
測

真平加藤
本研究では「走れば走るほど賢くなる自
動運転システム」の構築を目指します。
ここでいう「賢い」とは、コンピュータ
による自律的な認知・判断・操作を行う
にとどまらず、周囲の危険と自車の異常
を予測できる能力を含みます。危険予測と異常予測
の能力を備えることが完全自動運転の安全性と利便
性を両立させる最重要課題であり、実用化の鍵を握
ります。本研究の目標は、そのための知能化プラッ
トフォームを創出することです。

東京大学 大学院情報理工学系研究科　准教授

精神医学×メディア解析技術による心の病
の定量化・早期発見と社会サービスの創出

真一佐藤
うつ病、統合失調症、認知症などの精神
疾患の診断や治療は「言葉」を通じて行
われます。正しい診断や治療のためには
患者さんの言葉を丁寧に理解し症状の特
徴を取り出す必要がありますが、客観的
に評価したり数値化したりすることが困難でした。本
研究では、自然言語処理およびメディア解析技術を
利用して、精神疾患の症状を数値化することで疾患
への理解を深め、予防や早期発見などの技術開発に
つなげることを目指します。

情報・システム研究機構 国立情報学研究所　教授

社会インフラ映像処理のための高速・
省資源深層学習アルゴリズム基盤

浩一篠田
ドライブレコーダーや監視カメラの大量
の高精細映像から実時間で物体の検出
や異常の検知を行うための、高性能かつ
省コストな深層学習アルゴリズム基盤を
構築します。この目的のために、機械学
習分野と高性能計算分野の研究者が綿密に連携し、
システムからアプリケーションまでの多くの要素技術
を垂直統合して開発する Co-Design フレームワーク
のもと、全体の最適化を行います。

東京工業大学 情報理工学院　教授

プライバシー保護データ解析技術の社
会実装

悟一郎花岡
IoT 等により収集される膨大なデータに
対して最先端人工知能技術を適用するこ
とが広く検討されているが、情報漏えい
のリスクが深刻な障害となっている。本
研究では、本 CREST スモールフェーズ
において開発を行ったプライバシー保護データ解析
技術をもとに、高速・高安全な汎用秘匿化依頼計算
エンジンおよびプライバシー保護機械学習エンジン
を完成させ、これを本研究に参加する企業に技術移
転することで、事業展開を図る。

産業技術総合研究所 サイバーフィジカルセキュリティ研究センター　首席研究員・研究チーム長
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多施設大規模脳波データによるてんか
ん診断支援AI の構築

聡久田中
脳波を始めとする生理機能検査は、判読
できる専門家が極端に少ない現状にあり
ます。これを打破し、世界中のてんかん
を始めとする多くの患者が適切な治療を
受けられるようにすべく、専門家の知識
を AI 化し、その知識を共有できるプラットフォーム
を整備します。

東京農工大学 大学院工学研究院　教授

オンデバイス学習技術の確立と社会実
装

宏紀松谷
オンデバイス学習アルゴリズム、フェデ
レーション学習、その周辺技術と集積回
路化により、低コストかつ多数のモノが
自律的で環境変動に強いインテリジェン
スを獲得可能とし、元来、数が多くメン
テナンスし難いエッジ AI の自律的運用をサポートし
ます。開発したオンデバイス学習技術は、スマートイ
ンダストリー、設備監視、気象センサ、コンシューマ
機器、センサタグ等に応用し、ローエンドエッジ AI
としての有用性を実証します。

慶應義塾大学 理工学部　教授

3D 画像認識AI による革新的癌診断支
援システムの構築

健一諸岡
標本採取による細胞診断は、癌の早期発
見に有効な検査法の 1 つです。本研究
課題では、超解像多重焦点画像列から細
胞の 3 次元形状情報を抽出し、それに
基づいた 3 次元画像認識 AI による細胞
レベルで診断する革新的な子宮頸部細胞診自動診断
支援システムを開発します。これにより、2 次元画像
のみを用いる現行機を凌駕する高精度で質の高い細
胞診断を実現し、次世代細胞診断の創出を目指しま
す。

岡山大学 学術研究院自然科学学域　教授
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AI アプタマー創薬プロジェクト

道昭浜田
低分子化合物に替わる次世代の新薬と
して注目されている「RNA アプタマー」
の創薬期間を劇的に短縮するために、ア
プタマー創薬実験と RNA 情報科学・人
工知能技術を融合した「AI アプタマー
創薬」を確立する。

早稲田大学 理工学術院　教授

異種ドメインユーザの行動予測を可能
にするペルソナモデルの転移技術

隆浩原
本研究課題では、異なるドメイン（サー
ビス業者やデータ所有者）で構築された
ペルソナモデルの活用を目的とし、ドメ
イン間でペルソナモデル上の行動予測技
術を転移利用するための技術群を研究開
発する。研究開発したペルソナモデルおよび技術群
は、大規模（数百万ユーザ規模）な実証運用実験に
よって有効性を詳細に検証する。検証結果に基づい
て、モデルおよび提案技術の修正・拡張を施し、実サー
ビスへの適用を検討する。

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授

２
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サステイナブル漁業に向けたデータ指
向型リアルタイム解析基盤の開発

将晃飯山
資源保護と経済性とを両立させたサステ
イナブル漁業に向け、漁業活動において
取得される海洋気象や水産に関する多様
なビッグデータを人工知能技術によって
分析して、漁業者や自治体などに提供す
る技術を開発します。具体的には、ビッグデータから、
高精度な海の天気予報を行う技術、良い漁場を見つ
け出す技術を開発し、そこで得られた情報を利用者
に提供するサステイナブル漁業に向けたイノベーショ
ンを創発します。

京都大学 学術情報メディアセンター　准教授

放牧牛のインタラクション分析による革
新的飼養管理技術の開発

剛直大川
高齢化や後継者不足が深刻化している和
牛農家を対象に、放牧牛の飼養管理の
省力化・低コスト化を可能とする革新的
なシステムの開発に取り組みます。牛の
社会性に着目することで、観測が容易で
ない牛の微弱な状態発現を群内の他の牛とのインタ
ラクションに基づいて検知するという極めてユニーク
な着想のもと、その実現に向けて、多様なインタラ
クション情報の抽出・分析・解釈と統合化のための新
しい技術を開発します。

神戸大学 大学院システム情報学研究科　教授

完全自動運転における危険と異常の予
測

真平加藤
本研究では「走れば走るほど賢くなる自
動運転システム」の構築を目指します。
ここでいう「賢い」とは、コンピュータ
による自律的な認知・判断・操作を行う
にとどまらず、周囲の危険と自車の異常
を予測できる能力を含みます。危険予測と異常予測
の能力を備えることが完全自動運転の安全性と利便
性を両立させる最重要課題であり、実用化の鍵を握
ります。本研究の目標は、そのための知能化プラッ
トフォームを創出することです。

東京大学 大学院情報理工学系研究科　准教授

自然言語処理による心の病の理解：未
病で精神疾患を防ぐ

泰士郎岸本
うつ病、統合失調症、認知症などの精神
疾患の診断や治療は「言葉」を通じて行
われます。正しい診断や治療のためには
患者さんの言葉を丁寧に理解し症状の特
徴を取り出す必要がありますが、客観的
に評価したり数値化したりすることが困難でした。本
研究では、自然言語処理を利用して、精神疾患の症
状を数値化することで疾患への理解を深め、予防や
早期発見などの技術開発につなげることを目指しま
す。

慶應義塾大学 医学部　専任講師
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サイバーオーシャン：次世代型海上ナ
ビ機構

克文佐藤
海上を広く飛び回る海鳥類や、水面下を
広範囲に移動する魚類・海亀・海棲哺乳
類に小型の記録計を取り付け（バイオロ
ギング）、得られる現場データを大型計
算機に入力することで、海象・気象に関
する計算結果の精度が向上します。海水温・海表面
流・波浪・海上風などの環境情報を“サイバーオーシャ
ン”としてウェブサイト経由で広く公開すれば、予報
の精度が上がり、海運業者や漁業者のコスト削減や、
海難被害の軽減に役立ちます。

東京大学 大気海洋研究所　教授

未知事物検索・認識基盤によるメディ
ア消費者の体験・行動センシング

真一佐藤
放送映像・SNS・ライフログ等の動的に
変動するメディアから顕著な変化やトレ
ンド等を検出する未知事物検索・認識技
術を開発し、人々が放送映像や SNS か
らどのような情報を読み取っているのか、
それを受けてどのように行動したのかを観測する基盤
を構築します。これにより、新商品等の新たなトレン
ドの早期検出、購買行動を引き起こす効果的なマー
ケティング戦略の解析、人々を人道的行動に駆り立
てる仕組みの解析等を目指します。

情報・システム研究機構 国立情報学研究所　教授

社会インフラ映像処理のための高速・
省資源深層学習アルゴリズム基盤

浩一篠田
ドライブレコーダーや監視カメラの大量
の高精細映像から物体の検出や異常の
検知を行うための、高性能かつ実時間で
深層学習・解析を行うアルゴリズム基盤
を構築します。高性能計算に関するハー
ドウェアからアプリケーションまでの 4 つの異なる階
層、ノード内処理、ノード間並列処理、学習処理、ネッ
トワーク処理の研究者が互いに綿密に連携すること
で、従来と比較して 1000 分の 1 のメモリで 1000
倍高速な処理を目指します。

東京工業大学 情報理工学院　教授

安全な秘匿化データ処理を実現する汎
用依頼計算技術

悟一郎花岡
情報漏洩の心配のないサービスを、誰で
も、いつでも、圧倒的低コストで提供可
能とすることを目指します。本研究では、
最先端暗号技術の統合によりサービスご
との個別設計を不要とする汎用的秘匿化
技術を創出し、依頼に応じて秘匿化データ処理を代
行する汎用秘匿化依頼計算システムの開発を行いま
す。人工知能に基づく自動健康診断をはじめとする、
個人ごとにきめ細かなサービスが提供される優しい
社会の実現に貢献します。

産業技術総合研究所 サイバーフィジカルセキュリティ研究センター　研究チーム長

人工知能を用いた統合的ながん医療シ
ステムの開発

隆二浜本
本研究は、国立がん研究センターに蓄積
されている、膨大な患者さんの詳細な臨
床情報やマルチオミックスデータ（ゲノ
ム、エピゲノム、画像情報、microRNA
など）、さらに文献情報を、人工知能を
利用して統合的に解析し、日本人がん患者さんの為
の革新的ながん医療システムを開発することを、目
的としています。また開発されたシステムを、社会
全般に普及させることにより、がん医療の向上を推
進いたします。

国立がん研究センター 研究所　分野長

複数組織データ利活用を促進するプラ
イバシー保護データマイニング

志帆盛合
複数の異なる業種・組織が有する実社会
の膨大なデータを統合して利活用する際
に、プライバシー保護やデータ機密性の
確保が課題となっています。本研究課題
では、暗号技術や人工知能技術を活用し、
プライバシーを保護した状態で高速にデータ分析や
異常検知を行う技術の研究開発を行います。この技
術を金融分野における不正送金検知や顧客に合わせ
た金利決定の支援に応用し、フィンテックにおけるイ
ノベーション創出を目指します。

情報通信研究機構 サイバーセキュリティ研究所　室長
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計算機によって多様性を実現する社会に向けた超
AI 基盤に基づく空間視聴触覚技術の社会実装

陽一落合
AI 技術の個人最適化技術と空間視聴触
覚技術の統合を通して、人機一体による
身体的・能力的困難の超克を目指します。
音響提示装置や義手義足などの支援ハー
ドウェアに、ユーザ特性のモデリングや
ユーザ自身による認識タスク定義を通した適応的な
学習機構を組み合わせることで、多様なニーズに応
える AI 基盤を提案します。障がい者コミュニティ等
との連携を通して、具体的なユーザとタスクに特化し
た AI 技術の社会実装に取り組みます。

筑波大学 図書館情報メディア系　准教授

AI 技術を用いた法的文書作成支援

篤泰角田
法令、約款、契約書など、法的な効力
を持つ法的文書の AI 技術による作成支
援が目的であり、大量の法的文書から
多様なケースに応じた法的文書のテンプ
レートを自動合成し、ユーザがそのテン
プレートの一部に書き込むことで法的文書が作成で
きるような AI システムとして実現します。さらに、こ
れらのテンプレートを利用して法的文書の機械的検証
システムや法的文書執筆のための教育支援システム
の実現も行います。

中央大学 国際情報学部　教授

サイバー脅威ビッグデータの解析によ
るリアルタイム攻撃検知と予測

勇司関谷
本研究は、増加するサイバー攻撃に対抗
するために、攻撃の兆候をリアルタイム
に分析することで発生し得る攻撃とその
深刻度、影響範囲を予測することを目指
します。これにより、今まで担当者の属
人的な能力にて担われていたセキュリティ事案に対す
る対応を、人工知能を用いてサポートします。さらに、
本研究にて機械学習を用いたサイバー攻撃分析の手
法と知見を確立し、そのデータと手法をオープンデー
タとして公開することを目指します。

東京大学 情報基盤センター　教授

脳波の機械判読によるてんかん診断・
治療支援AI の構築

聡久田中
てんかん患者の脳波と、医師による診断
を学習する「診断・治療支援 AI」を実
現します。てんかんは我が国に 100 万
人の患者がいる一方、脳波を判読でき
る医師は 600 名程度と限られています。
発作による交通事故は毎年一定数発生するなど、社
会的対策が急務です。本研究課題では、病院で測定
した脳波に対して、専門医の判断を学習できるシス
テムを構築します。そのために、脳波データを整形し、
その意味を学習できる技術を開発します。

東京農工大学 大学院工学研究院　教授

リアルタイム性と全データ性を両立する
エッジ学習基盤

宏紀松谷
工場やネットワークサービス等で生成さ
れるビッグデータは絶え間なく生じるスト
リームデータです。このようなビッグデー
タを学習し、異常検知や監視を自動化す
るには、傾向の変化をすぐさま学習結果
に反映できなければなりませんが、ビッグデータの
学習は時間のかかる処理です。本研究では、全デー
タを学習に使いつつも、直近のデータを学習結果に
反映可能な AI 基盤を構築し、工場等を対象とした実
験を通して有効性を実証します。

慶應義塾大学 理工学部　准教授

3D 画像認識AI による革新的癌診断支
援システムの構築

健一諸岡
標本採取による細胞診断は、癌の早期発
見に有効な検査法の 1 つです。本研究
課題では、超解像多重焦点画像列から細
胞の 3 次元形状情報を抽出し、それに
基づいた 3 次元画像認識 AI による細胞
レベルで診断する革新的な子宮頸部細胞診自動診断
支援システムを開発します。これにより、2 次元画像
のみを用いる現行機を凌駕する高精度で質の高い細
胞診断を実現し、次世代細胞診断の創出を目指しま
す。

岡山大学 大学院自然科学研究科　教授

２
０
１
８
年
度
採
択

人工知能技術を用いた革新的アプタマー
創薬システムの開発

道昭浜田
本研究提案は、次世代新薬の要である

『RNA アプタマー』の創薬のプロセス
の劇的な短縮および成功率の向上を実現
し、医薬品開発にブレイクスルーを起こ
すことを目的とします。そのために、ア
プタマー創薬プロセスの短鎖化までのステップを人
工知能技術と核酸インフォマティクスにより自動化した

『AI アプタマー創薬システム』の研究開発を行い、
製薬企業のリボミックに導入しその汎用性・有効性を
検証した後に公開します。

早稲田大学 理工学術院　教授

異種ドメインユーザの行動予測を可能
にするペルソナモデルの転移技術

隆浩原
本研究課題では、異なるドメイン（サー
ビス業者やデータ所有者）で構築されて
いるペルソナモデルを活用することを目
的とし、ドメイン間でペルソナモデル上
の行動予測技術を転移利用するための
技術群を研究開発します。研究開発した技術群は、
KDDI 総合研究所を中心として、関連・連携企業を
含めた大規模（数百万ユーザ規模）な実証運用実験
によって有効性を詳細に検証します。

大阪大学 大学院情報科学研究科　教授
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キーワード 研究領域名 研究総括•副研究総括 発足年度 終了年度 課題数

コロナ基盤 異分野融合による新型コロナウイルスをはじめとした感染症との共生に資する技術基盤の創生 岩本　愛吉 2020年 2023年 10

量子技術 量子状態の高度な制御に基づく革新的量子技術基盤の創出 荒川　泰彦 2016年 2023年 19

次世代フォトニクス 新たな光機能や光物性の発現・利活用を基軸とする次世代フォトニクスの基盤技術 北山　研一 2015年 2023年 16

微小エネルギー 微小エネルギーを利用した革新的な環境発電技術の創出 谷口　研二・秋永　広幸 2015年 2023年 24

革新的触媒 多様な天然炭素資源の活用に資する革新的触媒と創出技術 上田　渉 2015年 2023年 12

植物頑健性 環境変動に対する植物の頑健性の解明と応用に向けた基盤技術の創出 田畑　哲之 2015年 2023年 12

１細胞 統合1細胞解析のための革新的技術基盤 菅野　純夫 2014年 2021年 13

二次元 二次元機能性原子•分子薄膜の創製と利用に資する基盤技術の創出 黒部　篤 2014年 2021年 11

数理モデリング 現代の数理科学と連携するモデリング手法の構築 坪井　俊 2014年 2021年 11

知的情報処理 人間と調和した創造的協働を実現する知的情報処理システムの構築 萩田　紀博 2014年 2021年 11

キャリア 再生可能エネルギーからのエネルギーキャリアの製造とその利用のための革新的基盤技術の創出 江口　浩一 2013年 2021年 9

ナノエレクトロニクス 素材•デバイス•システ厶融合による革新的ナノエレクトロニクスの創成 桜井　貴康・横山　直樹 2013年 2021年 10

超空間 超空間制御に基づく高度な特性を有する革新的機能素材等の創製 瀬戸山　亨 2013年 2021年 12

ビッグデータ応用 科学的発見•社会的課題解決に向けた各分野のビッグデータ利活用推進のための次世代アプリケーション技術の創出•高度化 田中　讓 2013年 2021年 9

ビッグデータ基盤 ビッグデータ統合利活用のための次世代基盤技術の創出•体系化 喜連川　優・柴山　悦哉 2013年 2021年 11

EMS 分散協調型エネルギー管理システム構築のための理論及び基盤技術の創出と融合展開 藤田　政之 2012年 2020年 28

構造生命 ライフサイエンスの革新を目指した構造生命科学と先端的基盤技術 田中　啓二 2012年 2019年 18

分子技術 新機能創出を目指した分子技術の構築 山本　尚 2012年 2019年 15

生命動態 生命動態の理解と制御のための基盤技術の創出 山本　雅 2011年 2019年 15

相界面 エネルギー高効率利用のための相界面科学 花村　克悟 2011年 2018年 13

CO₂資源化 二酸化炭素資源化を目指した植物の物質生産力強化と生産物活用のための基盤技術の創出 磯貝　彰 2011年 2018年 13

海洋生物多様性 海洋生物多様性および生態系の保全•再生に資する基盤技術の創出 小池　勲夫 2011年 2018年 16

藻類バイオエネルギー 藻類•水圈微生物の機能解明と制御によるバイオエネルギー創成のための基盤技術の創出 松永　是 2010年 2017年 13

元素戦略 元素戦略を基軸とする物質•材料の革新的機能の創出 玉尾　皓平 2010年 2017年 12

ポストペタスケール ポストペタスケール高性能計算に資するシステ厶ソフトウエア技術の創出 佐藤　三久 2010年 2017年 14

太陽光利用 太陽光を利用した独創的クリーンエネルギー生成技術の創出 山口　真史 2009年 2016年 15

水利用 持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステ厶 大垣　眞一郎・依田　幹雄 2009年 2016年 17

情報環境 共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築 西田　豊明 2009年 2016年 17

CO₂抑制 二酸化炭素排出抑制に資する革新的技術の創出 安井　至 2008年 2015年 15

光展開 先端光源を駆使した光科学•光技術の融合展開 伊藤　正 2008年 2015年 16

ナノシステ厶 プロセスインテグレーションによる機能発現ナノシステ厶の創製 曽根　純一 2008年 2015年 16

ナノ構造体 プロセスインテグレーションに向けた高機能ナノ構造体の創出 入江　正浩 2008年 2015年 16

数学 数学と諸分野の協働によるブレークスルーの探索 西浦　廉政 2007年 2015年 13

疾患代謝産物 疾患における代謝産物の解析および代謝制御に基づく革新的医療基盤技術の創出 清水　孝雄 2013年 2014年 13

恒常性 生体恒常性維持•変容•破綻機構のネットワーク的理解に基づく最適医療実現のための技術創出 永井　良三 2012年 2014年 17

エピゲノム エピゲノム研究に基づく診断•治療へ向けた新技術の創出 山本　雅之・牛島　俊和 2011年 2014年 19

炎症 炎症の慢性化機構の解明と制御に向けた基盤技術の創出 宮坂　昌之 2010年 2014年 17

脳神経回路 脳神経回路の形成•動作原理の解明と制御技術の創出 小澤　瀞司 2009年 2014年 19

iPS細胞 人工多能性幹細胞(iPS細胞)作製•制御等の医療基盤技術 須田　年生 2008年 2014年 23

免疫機構 アレルギー疾患•自己免疫疾患などの発症機構と治療技術 菅村　和夫 2008年 2014年 15

精神•神経 精神•神経疾患の分子病態理解に基づく診断•治療へ向けた新技術の創出 樋口　輝彦 2007年 2014年 14

次世代デバイス 次世代エレクトロニクスデバイスの創出に資する革新材料•プロセス研究 渡辺　久恒 2007年 2014年 18

DVLSI ディペンダブルVLSIシステ厶の基盤技術 浅井　彰二郎 2007年 2014年 11

ナノ界面 ナノ界面技術の基盤構築 新海　征治 2006年 2013年 15

ナノ製造 ナノ科学を基盤とした革新的製造技術の創成 堀池　靖浩 2006年 2013年 16

組込みOS 実用化を目指した組込みシステ厶用ディペンダブル•オペレーティングシステ厶 所　眞理雄・村岡　洋一 2006年 2013年 9

生命システ厶 生命システ厶の動作原理と基盤技術 中西　重忠 2006年 2012年 9

代謝 代謝調節機構解析に基づく細胞機能制御基盤技術 西島　正弘 2005年 2012年 15



80

キーワード 研究領域名 研究総括•副研究総括 発足年度 終了年度 課題数

光科学 新機能創成に向けた光・光量子科学技術 伊澤　達夫 2005年 2012年 16

センシング 先進的統合センシング技術 板生　清 2005年 2012年 15

ULP 情報システムの超低消費電力化を目指した技術革新と統合化技術 南谷　崇 2005年 2012年 12

マルチ マルチスケール・マルチフィジックス現象の統合シミュレーション 矢川　元基 2005年 2012年 21

物質現象 物質現象の解明と応用に資する新しい計測•分析基盤技術 田中　通義 2004年 2011年 16

生命現象 生命現象の解明と応用に資する新しい計測•分析基盤技術 柳田　敏雄 2004年 2011年 14

デジタルメディア デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術 原島　博 2004年 2011年 12

量子情報処理 量子情報処理システ厶の実現を目指した新技術の創出 山本　喜久 2003年 2010年 12

脳の発達 脳の機能発達と学習メカニズムの解明 津本　忠治 2003年 2010年 15

糖鎖 糖鎖の生物機能の解明と利用技術 谷口　直之 2002年 2009年 16

テーラーメイド医療 テーラーメイド医療を目指したゲノム情報活用基盤技術 笹月　健彦 2002年 2009年 13

シミュレーション シミュレーション技術の革新と実用化基盤の構築 土居　範久 2002年 2009年 17

たんぱく質 たんぱく質の構造・機能と発現メカニズム－たんぱく質の機能発現メカニズムに基づく革新的な新薬、診断技術及び物質生産技術の創製を目指して－ 大島　泰郎 2001年 2008年 17

免疫難病 免疫難病・感染症等の先進医療技術－遺伝子レベルでの発症機構の解明を通じた免疫難病・感染症の新たな治療技術の創製を目指して－ 岸本　忠三 2001年 2008年 14

情報社会 情報社会を支える新しい高性能情報処理技術－量子効果、分子機能、並列処理等に基づく新たな高速大容量コンピューティング技術の創製を目指して－ 田中　英彦 2001年 2008年 11

水循環 水の循環系モデリングと利用システム－水資源と気候、人間活動との関連を踏まえた水資源の循環予測・維持・利用のシステム技術の創製を目指して－ 虫明　功臣 2001年 2008年 17

ナノデバイス 超高速•超省電力高性能ナノデバイス•システ厶の創製 榊　裕之 2002年 2007年 10

ナノファクトリー 高度情報処理•通信の実現に向けたナノファクトリーとプロセス観測 蒲生　健次 2002年 2007年 8

ナノ構造体材料 高度情報処理•通信の実現に向けたナノ構造体材料の制御と利用 福山　秀敏 2002年 2007年 9

ソフトナノマシン ソフトナノマシン等の高次機能構造体の構築と利用 宝谷  紘一 2002年 2007年 10

自己組織化 医療に向けた自己組織化等の分子配列制御による機能性材料•システ厶の創製 茅　幸二 2002年 2007年 10

ナノ構造触媒 環境保全のためのナノ構造制御触媒と新材料の創製 御園生　誠 2002年 2007年 11

エネルギー高度利用 エネルギーの高度利用に向けたナノ構造材料•システ厶の創製 藤嶋　昭 2002年 2007年 10

新しい物理現象 新しい物理現象や動作原理に基づくナノデバイス•システ厶の創製 梶村　皓二 2002年 2007年 11

バイオ素子 医療に向けた化学•生物系分子を利用したバイオ素子•システ厶の創製 雀部　博之 2002年 2007年 15

生物の発生 生物の発生•分化•再生 堀田　凱樹 2000年 2007年 14

植物 植物の機能と制御 鈴木　昭憲 2000年 2007年 17

高度メディア社会 高度メディア社会の生活情報技術 長尾　眞 1999年 2006年 12

電子・光子 電子•光子等の機能制御 菅野　卓雄 1998年 2005年 14

分子複合系 分子複合系の構築と機能 櫻井　英樹 1998年 2005年 15

ゲノム ゲノムの構造と機能 大石　道夫 1998年 2005年 14

内分泌 内分泌かく乱物質 鈴木　継美 1998年 2005年 17

資源循環 資源循環•エネルギーミニマ厶型システ厶技術 平田　賢 1998年 2005年 16

脳を知る 脳を知る 久野　宗 1998年 2004年 7

脳を守る 脳を守る 杉田　秀夫 1997年 2004年 13

脳を創る 脳を創る 甘利　俊一 1997年 2004年 12

地球変動 地球変動のメカニズム 浅井　冨雄 1997年 2004年 13

生命活動 生命活動のプログラム 村松　正實 1995年 2002年 23

生体防御 生体防御のメカニズム 橋本　嘉幸 1995年 2002年 21

量子効果 量子効果等の物理現象 川路　紳治 1995年 2002年 19

単一分子•原子 単一分子•原子レベルの反応制御 山本　明夫 1995年 2002年 19

極限環境 極限環境状態における現象 立木　昌 1995年 2002年 21

脳の機能 脳を知る（脳の機能) 大塚　正徳 1995年 2002年 19

環境低負荷 環境低負荷型の社会システム 茅　陽一 1995年 2002年 21

※終了年度は延長を含めた最後の課題の終了年度を表しています。
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